




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 皇南大塚南墳*(98号) A 三山鹿角式硬玉勾玉付金銅 金 金細環 〔金銅T字 透〕 =累 環頭大刀 左腰 #110 3
皇南大塚南墳 C 三山式 金銅 銀冠飾 銀 金太環 =葉 文環頭大刀9口 #182.61
皇南大塚南墳 C 三山式 金銅 銀 銀龍文 金細環3
皇南大塚南墳 C 三山式 金銅 金銅玉虫金太環7
皇南大塚南墳 C 前立式 金銅 銀
皇南大塚南墳 前立式 銀
3 皇南大塚北墳* A 三山鹿角式硬玉勾玉付金 金 金太環 〔金銅T字 透〕 #「81.21 4、
皇南大塚北墳 E 一 銀冠飾 、白樺銀 金細環
4 金冠塚*(128・ 号) A 三山鹿角式硬玉勾玉付金 金 金 金太環 金銅T字 透 三累環頭大刀
三葉文環頭大刀
副葬部 #48.2(復)、 5
金冠塚 B 三山式2点 ガラス勾玉付金銅 銀 金 〔金銅浅履〕
5 天馬塚*(155号) A 四山鹿角式硬玉勾玉付金 金 金細環 〔金銅透〕 単鳳文環頭大刀 左腰 #57ユ 6
=累 環頭大刀 右石壇上
天馬塚 C 三山式 金銅 銀
6 金鈴塚(127号) A 四山式 金 金 金太環 〔金銅ユ 三累環小刀 左腰 #22.3(復 〉 6
7 瑞鳳塚(129号) A 三山鹿角式硬玉勾玉付金 金 金太環 金銅 なし #北 墳4&5(復)
8 壷拝塚(140号) B 三山式 金銅 銀 金 金銅 単龍文環頭大刀 左胸脇 #20.7 7
9 銀鈴塚(140号) B 変鹿角式 金銅 銀 金 金銅 なし 18(推) 7
10 皇吾里16号 ・1 B 山字形 金銅 白樺 銀 金細環 金銅
11 皇吾里32号 ・1 金銅 金銅
12 皇吾里16号 一2 C 三山式 〔副〕 金銅 銀 金細環
13 皇吾里16号 一8 C 山字形 金銅 銀 金太環
14 皇吾里34号 C 三山鹿角式 金銅 銀 金細環
15 皇南里82号 西構 C 山字形 金銅 金銅 銀 金太環 6
16 味郷7・5号 D 山字形 金銅 金細環
ユ7皇吾里98.3番 北 D 山字形 金銅 金太環 三塁環頭大刀 右 18'9
18 普門里夫墓 D 変鹿角式 金銅 金太環
19 仁旺洞A-1 D 形不明 金銅 金太環
20 飾履塚(126号) E 一 白樺 銀 金細環 〔金銅底板〕 双鳳文環頭大刀 左腰 #21.1(復) 5
=累 環頭大刀 右腰
21 皇吾里4号 E 一 銀 金細環 金銅透破片 三累環頭大刀
三葉文環頭大刀
右腰 1多
22 皇吾里14号 一1 F 一 銀冠飾 銀 金細環 14.4(護 石) 3
23 皇吾里16号4 F 白樺(副) 銀 金細環 鉄大刀2 左脚
24 皇南里110 F 一 金銅冠飾 金箔 金細環 環頭親子大刀 15.9 3
25 皇南里82号 東 F 　 銀 金細環 20.8
26 皇吾里16ゼ F 一 銀 金太環
27 皇吾里1南 榔 F 一 銀 金太環
28 皇吾里33東榔 F 一 白樺冠帽 銀 金細環 三葉文環頭大刀 左腰 4
29 皇吾里5号 F 一 銀 金太環 19
30 皇南里442番2榔 F 一 銀 金細環 三葉文環頭親子大刀
31 路西里138号 F 一 銀 金細環
32 皇吾里9&3番 南 F 一 銀 金細環 18'9
33 皇吾里54号 甲 F 一 銀 金太環
34 仁旺洞149号 F 一 銀 金細環
35 仁旺洞20号 F 一 銀 金太環 18'ユ6
36 路束里4号 F 白樺冠帽 銀 金細環 三累環頭大刀 左脚
37 仁旺洞C-1号 F 一 白樺 銀 金細環
38 皇吾里14号 一2 G 一 金太環 175(護 石推定) 3
39 皇吾里37号北廓 G 一 金太環
40 デビッド墓(129号 〉G 一 金 南墳38.0(復)
41 皇吾里33号 西榔 G 一 金太環 7
42 皇南里109号 一3 G 金細環 20(復) 2
43 皇南里151号 石室1 G 一 金太環
44 皇南里151号 石室2 一 銀
45 皇南里151号 石室3 G 一
「
金細環
46 皇南里151号 積石木 G 一 金太環 8
47 味郡第4-3号 ・1 G 一 金細環
48 味郷第52号 G 一 金太環 7(護 石)
49 味郡第5-8号 G 一 金太環 7(護 石)
50 鶏林路14号右被葬者G 金細環 親子刀、刀身のみ 左脚 7
51 鶏林路14号左被葬者 銀逆心葉金細環 宝剣 左腰
52 味郷C-1号 G 　 金細環 環頭大刀 頭右側 9.5'&4(護 石)
53 味郡C-11号 G 一 金細環 12(護 石)
54 味郡D・1号 ・1 G 一 金銅細環 9.2(護 石)
55 味都D・1号 一2 G 一 金太環
56 味郡7・7号 G 一 金細環 10'8(護 石)
57 路西里215番 地 G 一 金太環 6.3 7
58 月城路フ}13号北2号 人 冠垂飾 環頭大刀4点、ガラス杯 1
月城路フト13号南3号 人G 金細環 大刀
月城路フト13北4号 人G 金細環 環頭大刀
59 鳳鳳台(125号) 未 #75
60 西鳳風台 〔130号) 未 舞78.5
61 皇南里90号 未 #80.1「5τ2115951
62 皇南里93号 未 #45.8B591142ユ1
63 皇南里97号 未 #63.7140.0114791
64 皇南里99号 未 #52.5
65 皇南里100号 未 #46.6
66 皇南里105号 未 #52.6
67 皇南里106号 未 #59.1
68 路西里134号 未 #82.8[46,31156.91
#は 国立慶州文化財研究所・慶州市2008『新羅古墳環境調査分析報告書L研 究成果報告』から、他はそれぞれの発掘報告書から規模を出した。
各古墳の文献は、早乙女雅博2010『 新羅考古学研究』同成社、112-117ppの 「表1慶 州中心部古墳・一覧」の参考文献を参照。
類の項目で 「未」とあるのは、未発掘であることを示す。

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































古墳名 類 冠 冠材質 冠帽 帯金具 耳飾 飾履 環頭大刀 刀位置 墳丘規模m
1 飛 山洞37・1 C 三山鹿角式十字雲珠 金銅 銀 金太環 三葉文環頭大刀 右腰 19.7
三山式 金銅
2 内唐洞55 B 〔三山式〕 金銅 金銅冠帽 銀 金太環 〔金銅〕 三葉文親子環頭大刀 頭右側 182
3 飛山洞37-2 E 一
'白 樺冠帽 '銀(心 葉 》'金細環 〔金銅〕 三累環頭大刀、
三葉文環頭大刀
左腰 19.7
4 内唐洞5L2 E 一 銀冠飾 銀 金細環 〔金銅〕 三葉文環頭大刀 左腰 21.2
5 飛山洞34-1 F 一 白樺冠帽、
銀冠飾
銀 金細環 素環頭大刀
6 内唐洞59 F 一 金銅冠飾 銀 銀細環 30.3
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鱒 らt":曙 鱗 二1ド蜘 轡年 警鍋'}糎 ・・磯
・ノ ○ 奪壽ゐ飛拶醸岩
/iド ニ「.1■J2GU穀 汎 髪箋rtノ 、}費硲
ぞ!=長 顧 重虞繋 孟{猛～溜 琳 題
t・lx"4LC・ 〉,C・E管・
.凸、、,.、 一∵一一.ぞ(β{}磁 魯 や 惣 曾 蓼
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
〇
一
二
年
一
二
月
図8慶 州邑南古墳群分布図
し
二
期
五
世
紀
一
＼
四
半
期
(古
)
皇
南
里
一
〇
九
号
三
、
四
榔
、
味
郷
五
区
二
一
号
、
味
郷
五
区
一
号
、
仁
旺
洞
六
六
八
-
二
古
墳
群
一
〇
号
(新
)
味
郷
五
区
六
号
、
仁
旺
洞
六
六
八
-
二
古
墳
群
九
号
三
期
五
世
紀
二
＼
四
半
期
皇
南
里
=
○
号
、
仁
旺
洞
六
六
八
-
二
古
墳
群
三
B
号
、
味
郷
一
区
域
C
号
、
味
郷
一
区
域
D
号
、
皇
南
大
塚
南
墳
四
期
五
世
紀
三
＼
四
半
期
皇
南
里
一
〇
九
号
一
、
二
榔
、
味
郷
一
区
域
B
号
、
月
城
路
升
九
号
、
皇
南
大
塚
北
墳
、
皇
吾
里
三
三
号
東
榔
五
期
五
世
紀
四
＼
四
半
期
月
城
路
升
一
二
号
、
金
冠
塚
、
皇
南
里
八
二
号
東
榔
、
飾
履
塚
六
期
六
世
紀
一
＼
四
半
期
天
馬
塚
、
金
鈴
塚
、
皇
南
里
八
二
号
西
榔
、
月
城
路
升
一
五
号
七
期
六
世
紀
二
＼
四
半
期
皇
吾
里
三
三
号
西
榔
、
壺
秤
塚
、
銀
鈴
塚
、
味
郷
五
区
一
六
号
、
月
城
路
升
五
号
、
味
郷
九
区
第
二
墓
榔
八
期
六
世
紀
二
＼
四
半
期
～
三
＼
四
半
期
皇
南
里
一
五
一
号
積
石
木
榔
墳
、
月
城
路
升
一
八
号
石
榔
墓
、
月
城
路
耳
六
号
石
榔
墓
、
皇
龍
寺
築
土
層
(味
郷
は
味
郷
王
陵
地
区
の
略
で
皇
南
里
と
皇
吾
里
に
分
布
す
る
。
墳
丘
が
地
上
で
は
確
認
で
き
な
い
か
確
認
し
に
く
か
っ
た
た
め
、
一
九
四
五
年
以
前
に
古
墳
番
号
が
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
一
九
七
三
年
か
ら
の
調
査
で
新
た
に
付
け
ら
れ
た
名
称
と
番
号
で
あ
る
。)
一
期
と
二
期
の
土
器
は
慶
州
の
み
で
な
く
広
い
範
囲
に
分
布
す
る
が
、
裁
頭
円
錐
形
二
段
構
成
の
脚
に
交
互
透
窓
が
あ
き
、
蓋
を
有
す
る
高
杯
と
頸
部
が
長
く
な
る
長
頸
壺
が
出
土
し
た
皇
南
里
=
○
号
の
時
期
か
ら
、
慶
州
の
地
域
性
が
強
く
な
る
典
型
的
な
新
羅
土
器
と
な
る
。
そ
れ
以
前
は
多
様
な
形
の
高
杯
と
頸
部
の
短
い
長
頸
壷
で
あ
っ
た
の
が
、
そ
れ
以
後
は
二
種
類
の
形
の
高
杯
が
そ
れ
ぞ
れ
に
発
展
し
て
考
古
学
か
ら
み
た
新
羅
の
国
家
形
成
(早
乙
女
)
七
三
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
一
二
月
七
四
い
き
、
長
頸
壷
も
慶
州
で
独
自
の
発
展
を
み
せ
る
。
6
考
古
学
か
ら
見
た
新
羅
の
国
家
形
成
法
興
王
の
時
期
に
は
冠
と
衣
に
よ
り
身
分
秩
序
が
成
立
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
先
行
す
る
五
世
紀
の
慶
州
の
邑
南
古
墳
群
の
出
土
品
か
ら
も
、
金
や
金
銅
製
、
銀
製
の
装
身
具
の
組
合
せ
に
よ
り
身
分
秩
序
が
表
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
期
の
月
城
路
升
一
三
号
か
ら
は
鎖
式
金
製
細
環
耳
飾
が
出
土
し
た
が
、
慶
州
で
は
そ
の
後
の
系
譜
に
つ
な
が
ら
な
い
の
で
一
時
的
な
移
入
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
主
環
と
垂
下
飾
を
つ
な
ぐ
連
繋
金
具
が
鎖
よ
り
な
る
鎖
式
は
、
洛
東
江
西
岸
の
加
耶
で
発
展
し
て
い
く
も
の
で
、
針
金
あ
る
い
は
細
板
の
先
端
を
折
り
曲
げ
て
主
環
と
垂
下
飾
を
つ
な
ぐ
連
繋
金
具
を
も
つ
そ
の
後
の
慶
州
の
耳
飾
型
式
と
は
異
な
る
。
二
期
の
皇
南
里
一
〇
九
号
三
榔
か
ら
は
金
製
細
環
の
み
の
出
土
で
垂
飾
部
が
不
明
な
の
で
慶
州
の
耳
飾
型
式
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
三
期
に
な
る
と
、
皇
南
里
=
○
号
や
皇
吾
里
一
四
号
で
帯
金
具
と
金
製
細
環
耳
飾
の
組
合
せ
の
F
類
装
身
具
が
出
土
し
、
冠
飾
も
あ
る
こ
と
か
ら
有
機
質
で
作
ら
れ
た
冠
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
耳
飾
は
慶
州
の
耳
飾
型
式
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
期
末
の
皇
南
大
塚
南
墳
で
硬
玉
勾
玉
付
金
銅
冠
と
飾
履
が
加
わ
っ
た
A
類
装
身
具
が
成
立
す
る
。
皇
南
大
塚
南
墳
、
北
墳
と
天
馬
塚
の
副
葬
品
収
蔵
部
に
あ
っ
た
B
類
装
身
具
は
A
類
以
前
の
生
前
に
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
装
身
具
の
組
合
せ
は
完
成
さ
れ
た
形
で
出
現
す
る
の
で
は
な
く
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
徐
々
に
整
備
さ
れ
、
ま
た
一
人
の
人
物
の
成
長
過
程
に
よ
り
、
よ
り
上
位
の
組
合
せ
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
皇
南
大
塚
南
墳
の
男
性
が
新
羅
王
と
な
っ
た
期
間
に
A
類
が
完
成
し
た
。
A
類
装
身
具
は
三
期
に
成
立
し
六
期
ま
で
継
続
的
に
存
在
し
た
。
鳳
鳳
台
、
西
鳳
鳳
台
で
も
A
類
装
身
具
を
も
つ
可
能
性
が
高
い
が
、
こ
の
古
墳
は
時
期
が
下
が
っ
て
も
七
期
ま
で
に
収
ま
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
金
や
銀
の
装
身
具
で
身
分
秩
序
を
表
し
て
い
た
慶
州
の
支
配
階
層
は
、
七
期
に
な
る
と
『三
国
史
記
』
法
興
王
に
み
ら
れ
る
紫
衣
や
錦
冠
の
よ
う
に
金
属
で
は
な
く
服
飾
の
色
に
よ
っ
て
身
分
秩
序
を
表
す
よ
う
に
変
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
積
石
木
榔
墳
で
み
る
と
、
一
期
か
ら
出
現
す
る
が
ま
だ
不
安
定
で
小
規
模
な
も
の
で
盛
土
に
よ
る
墳
丘
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
二
期
に
な
る
と
木
榔
が
一
つ
の
単
榔
式
と
二
つ
の
複
榔
式
が
あ
ら
わ
れ
、
複
榔
式
は
埋
葬
す
る
主
榔
と
副
葬
品
の
み
(殉
葬
者
が
入
る
こ
と
も
あ
る
)
を
収
め
る
副
榔
よ
り
な
る
。
地
下
二
m
近
く
に
榔
底
が
あ
り
、
主
榔
と
副
榔
は
別
々
の
土
墳
に
造
ら
れ
、
主
榔
の
長
軸
延
長
上
に
副
榔
が
位
置
す
る
。
こ
の
型
式
が
積
石
木
榔
墳
の
内
部
主
体
と
し
て
継
続
す
る
。
墳
丘
は
確
実
に
存
在
す
る
が
直
径
二
〇
m
以
下
で
規
模
は
小
さ
い
。
三
期
の
皇
南
里
=
○
号
、
皇
吾
里
一
四
号
も
主
榔
と
副
榔
か
ら
な
る
が
、
一
つ
の
土
墳
内
を
隔
壁
で
仕
切
っ
た
複
榔
で
あ
る
。
墳
丘
は
一
五
m
前
後
で
小
さ
い
。
三
期
末
に
は
最
大
規
模
の
皇
南
大
塚
南
墳
が
皇
南
里
一
〇
九
号
と
皇
南
里
=
○
号
の
北
側
に
造
営
さ
れ
、
A
類
装
身
具
を
も
つ
皇
南
大
塚
北
墳
、
金
冠
塚
、
瑞
鳳
塚
、
天
馬
塚
、
金
鈴
塚
が
続
く
。
金
鈴
塚
の
墳
丘
直
径
二
二
m
を
除
く
と
い
ず
れ
も
五
〇
m
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
装
身
具
組
合
せ
と
墳
丘
規
模
が
関
係
し
て
い
る
。
調
査
さ
れ
た
古
墳
で
み
る
と
B
類
装
身
具
以
下
は
直
径
二
〇
m
ク
ラ
ス
以
下
の
規
模
で
あ
る
が
、
表
1
を
み
て
も
B
類
以
下
で
は
墳
丘
規
模
と
装
身
具
と
の
厳
密
な
対
応
関
係
は
読
み
取
れ
な
い
。
慶
州
の
金
冠
と
同
じ
山
字
形
と
い
う
型
式
を
も
つ
冠
が
出
土
し
た
達
城
古
墳
群
を
み
る
と
、
内
唐
洞
五
九
号
以
外
は
装
身
具
の
種
類
に
関
係
な
く
直
径
二
〇
m
前
後
の
墳
丘
を
も
つ
。
装
身
具
に
比
べ
る
と
墳
丘
規
模
は
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
。
装
身
具
の
出
土
位
置
に
慶
州
と
の
違
い
が
み
ら
れ
る
が
、
A
類
と
D
類
が
な
い
以
外
は
慶
州
の
装
身
具
組
合
せ
と
対
応
し
て
い
る
。
A
類
は
新
羅
の
王
族
に
限
ら
れ
、
B
類
以
下
に
よ
る
新
羅
の
身
分
秩
序
が
こ
の
地
域
に
も
適
用
さ
れ
た
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
一
期
に
そ
れ
以
前
と
は
異
な
る
墓
制
が
出
現
し
新
し
い
集
団
意
識
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
副
葬
品
か
ら
み
る
と
盛
矢
具
や
金
製
耳
飾
は
他
地
域
と
の
共
通
性
が
強
く
、
新
羅
独
自
の
様
式
は
生
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
段
階
を
新
羅
の
萌
芽
と
と
ら
え
る
。
二
期
に
な
る
と
木
榔
が
定
型
化
し
墳
丘
を
も
つ
高
塚
式
に
な
り
、
地
上
に
支
配
者
の
墓
と
し
て
君
臨
し
集
団
意
識
が
明
確
化
す
る
。
こ
の
段
階
で
新
羅
国
家
の
形
成
が
始
ま
っ
た
と
み
る
。
三
期
に
な
る
と
、
そ
の
前
半
に
F
類
装
身
具
が
あ
ら
わ
れ
、
後
半
に
は
A
類
装
身
具
、
最
大
規
模
の
墳
丘
と
積
石
、
木
榔
が
造
営
さ
れ
、
新
羅
王
権
の
強
大
化
が
考
古
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
。
た
だ
し
、
皇
南
大
塚
が
あ
る
皇
南
里
地
区
に
は
A
類
装
身
具
を
も
つ
天
馬
塚
に
匹
敵
す
る
規
模
の
九
〇
号
(双
円
墳
)
・
九
七
号
(双
円
墳
)
・
九
九
号
(円
墳
)
・
一
〇
五
号
(円
墳
)
.
一
〇
六
号
(円
墳
)
な
ど
が
あ
り
(図
8
)
、
三
期
か
ら
六
期
に
か
け
て
A
類
装
身
具
を
も
つ
最
高
支
配
階
層
が
各
期
に
複
数
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
装
身
具
か
ら
み
る
と
王
一
人
の
み
が
最
高
支
配
階
層
の
な
か
で
突
出
し
た
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
七
期
に
な
る
と
し
だ
い
に
金
考
古
学
か
ら
み
た
新
羅
の
国
家
形
成
(早
乙
女
)
七
五
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
=
一月
七
六
や
銀
の
装
身
具
で
身
分
秩
序
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
な
く
な
り
、
積
石
木
榔
墳
も
横
穴
式
石
室
封
土
墳
へ
と
か
わ
る
。
そ
の
頃
が
三
国
史
記
に
み
え
る
法
興
王
の
時
期
で
、
も
は
や
金
や
銀
に
よ
る
威
信
財
の
誇
示
か
ら
脱
し
て
服
飾
で
官
位
を
あ
ら
わ
し
律
令
が
制
定
さ
れ
、
古
代
国
家
と
し
て
の
新
羅
が
完
成
す
る
。
支
配
機
構
の
整
備
が
進
む
な
か
、
王
都
と
し
て
の
整
備
は
遅
れ
た
。
慶
州
の
東
部
の
仁
旺
洞
五
五
六
番
地
遺
跡
で
調
査
さ
れ
た
直
交
す
る
直
線
道
路
は
、
道
路
下
層
で
出
土
し
た
土
器
が
八
期
に
属
す
る
の
で
六
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
の
年
代
が
与
え
ら
れ
る
。
皇
龍
寺
東
方
で
も
南
北
道
路
二
条
と
東
西
道
路
二
条
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
六
期
以
降
の
古
墳
が
多
く
造
営
さ
れ
た
慶
州
の
西
部
に
位
置
す
る
西
部
洞
一
九
番
地
遺
跡
で
は
、
出
土
し
た
遺
物
か
ら
七
世
紀
後
半
以
降
の
道
路
が
検
出
さ
れ
た
。
皇
龍
寺
の
造
営
が
六
世
紀
中
葉
の
五
六
六
年
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
条
坊
が
整
備
さ
れ
た
と
考
え
る
と
、
慶
州
東
部
で
は
六
世
紀
中
葉
に
条
坊
が
造
ら
れ
始
め
西
部
で
は
七
世
紀
後
半
以
降
に
造
ら
れ
始
め
、
全
体
の
完
成
は
八
世
紀
と
み
ら
れ
て
い
る
。
王
都
の
整
備
は
、
新
羅
国
家
の
完
成
よ
り
遅
れ
て
行
わ
れ
た
。
(1)注(5)(4)(3)(2)(11)(10)(9)(8)(7)(6)
『
三
国
史
記
』
巻
第
一
新
羅
本
紀
第
一
儒
理
尼
師
今
九
年
「
又
設
官
、
有
十
七
等
、
一
伊
伐
喰
、
二
伊
尺
喰
、
三
逓
喰
、
四
波
珍
喰
、
五
大
阿
喰
、
六
阿
喰
、
七
一
吉
准
、
八
沙
喰
、
九
級
伐
喰
、
十
大
奈
麻
、
十
一
奈
麻
、
一
二
大
舎
、
=
二
小
舎
、
一
四
吉
士
、
一
五
大
烏
、
一
六
小
烏
、
一
七
造
位
」
『太
平
御
覧
』
巻
七
八
一
四
夷
部
二
新
羅
「
秦
書
日
、
符
堅
建
元
十
八
年
、
新
羅
国
王
楼
寒
、
遣
使
衛
頭
」
『三
国
史
記
』
巻
第
三
新
羅
本
紀
第
三
奈
勿
尼
師
今
二
十
六
年
「遣
衛
頭
、
入
符
秦
、
貢
方
物
、
符
堅
問
衛
頭
日
」
『三
国
史
記
』
巻
第
四
新
羅
本
紀
第
四
法
興
王
七
年
「
頒
示
律
令
、
始
制
百
官
公
服
朱
紫
之
秩
」
『三
国
史
記
』
巻
第
三
十
三
雑
志
第
二
色
服
「
法
興
王
制
、
自
太
大
角
干
至
大
阿
喰
紫
衣
、
阿
槍
至
級
喰
緋
衣
並
牙
笏
、
大
奈
麻
奈
麻
青
衣
、
大
舎
至
先
沮
知
黄
衣
」
「伊
喰
逓
喰
錦
冠
、
波
珍
喰
大
阿
喰
衿
荷
緋
冠
、
上
堂
大
奈
麻
赤
位
大
舎
組
縷
」
武
田
幸
男
一
九
八
〇
「
六
世
紀
に
お
け
る
朝
鮮
三
国
の
国
家
体
制
」
『東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
』
巻
四
、
三
一
頁
文
化
財
管
理
局
一
九
七
五
『慶
州
天
馬
塚
発
掘
調
査
報
告
書
』
文
化
財
管
理
局
文
化
財
研
究
所
一
九
九
四
『皇
南
大
塚
(南
墳
)
発
掘
調
査
報
告
書
(本
文
篇
)』
藤
井
和
夫
一
九
九
六
「
新
羅
・加
耶
古
墳
出
土
冠
研
究
序
説
」
『東
北
ア
ジ
ア
の
考
古
学
第
二
模
域
』
遵
。嘉
ロ
、
三
一
七
-三
三
二
頁
文
化
財
管
理
局
一
九
八
五
『皇
南
大
塚
1
(北
墳
)
発
掘
調
査
報
告
書
』
秦
弘
墜
一
九
六
九
「皇
吾
里
第
三
十
三
号
墳
」
『慶
州
皇
吾
里
第
一
.
三
三
号
皇
南
里
第
一
五
一
号
古
墳
発
掘
調
査
報
告
』
文
化
財
管
理
局
(14)(13)(12)(17)(16)(15)(19)(18)
梅
原
末
治
一
九
三
二
「慶
州
金
鈴
塚
飾
履
塚
発
掘
調
査
報
告
本
文
」
『大
正
十
三
年
度
古
蹟
調
査
報
告
第
一
冊
』
朝
鮮
総
督
府
国
立
慶
州
博
物
館
・
慶
北
大
学
校
博
物
館
一
九
九
〇
『月
城
路
古
墳
群
』
金
元
龍
・
崔
夢
龍
・
郭
乗
勲
一
九
七
五
「
慶
州
校
洞
廃
古
墳
発
掘
調
査
報
告
」
『
慶
州
地
区
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
』
第
一
輯
文
化
財
管
理
局
、
二
六
三
-
二
八
八
頁
小
泉
顕
夫
・
野
守
健
一
九
三
一
「慶
尚
北
道
達
城
郡
達
西
面
古
墳
調
査
報
告
」
『大
正
十
二
年
度
古
蹟
調
査
報
告
』
第
一
冊
朝
鮮
総
督
府
早
乙
女
雅
博
二
〇
一
〇
「新
羅
土
器
の
編
年
研
究
」
『新
羅
考
古
学
研
究
』
同
成
社
、
=
○
,
一
五
八
頁
三
木
ま
す
み
一
九
九
六
「朝
鮮
半
島
出
土
の
垂
飾
付
耳
飾
」
『筑
波
大
学
先
史
学
・
考
古
学
研
究
』
第
七
号
筑
波
大
学
歴
史
.
人
類
学
系
、
一
,三
四
頁李
恩
碩
二
〇
〇
三
「新
羅
王
京
の
都
市
計
画
」
『東
ア
ジ
ア
の
古
代
都
城
』
奈
良
文
化
財
研
究
所
学
報
第
六
六
冊
、
七
五
,九
三
頁
『三
国
史
記
』
巻
第
四
新
羅
本
紀
第
四
真
興
王
二
十
七
年
「
皇
龍
寺
畢
功
」
図
出
典
図
1
天
馬
塚
木
棺
内
遺
物
出
土
状
況
図
文
化
財
管
理
局
一
九
七
五
『慶
州
天
馬
塚
発
掘
調
査
報
告
書
』、
図
面
六
図
2
皇
南
大
塚
南
墳
木
棺
内
遺
物
出
土
状
況
図
文
化
財
管
理
局
文
化
財
研
究
所
一
九
九
三
『皇
南
大
塚
H
(南
墳
)
発
掘
調
査
報
告
書
(図
版
.
図
面
篇
)』
図
面
八
図
3
皇
吾
里
三
三
号
墳
東
榔
遺
物
出
土
状
況
図
秦
弘
鰍又
一
九
六
九
「皇
吾
里
第
三
十
三
号
墳
」
『慶
州
皇
吾
里
第
一
.
三
三
号
皇
南
里
第
一
五
一
号
古
墳
発
掘
調
査
報
告
』
文
化
財
管
理
局
六
四
頁
図
4
月
城
路
升
六
号
国
立
慶
州
博
物
館
・慶
北
大
学
校
博
物
館
一
九
九
〇
『慶
州
市
月
城
路
古
墳
群
』、
七
五
頁
図
面
ゴ
ニ
図
5
月
城
路
井
一
三
号
国
立
慶
州
博
物
館
・慶
北
大
学
校
博
物
館
一九
九
〇
『慶
州
市
月
城
路
古
墳
群
』
、
一
四
三
頁
図
面
六
七
図
6
皇
南
里
一
〇
九
号
墳
墳
丘
実
測
図
斎
藤
忠
一
九
三
七
「慶
州
皇
南
里
第
百
九
号
墳
調
査
報
告
」
『昭
和
九
年
度
古
蹟
調
査
報
告
』
第
一
冊
朝
鮮
総
督
府
、
図
版
第
二
図
7
皇
南
大
塚
墳
丘
実
測
図
文
化
財
管
理
局
文
化
財
研
究
所
一
九
九
三
『皇
南
大
塚
H
(南
墳
)
発
掘
調
査
報
告
書
(図
版
.図
面
編
)』
、
図
面
三
図
8
慶
州
邑
南
古
墳
群
分
布
図
国
立
慶
州
博
物
館
二
〇
一
〇
『慶
州
鶏
林
路
一
四
号
墓
』
国
立
慶
州
博
物
館
学
術
調
査
報
告
第
二
二
冊
、
四
七
頁
考
古
学
か
ら
み
た
新
羅
の
国
家
形
成
(早
乙
女
)
七
七
